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嘉手納町役場保健衛生課　℡956－1111（内252）

乳児の医療費が

0になります。
藍f納叫では4111日から、町内に佃所を有する1

歳木満の乳化を農作している眉二、満1歳の誕ノト．月の

来lほで、助成をする制度がスタートし、乳児の医療

朋の・部fl押立が仝研紳助となっております。

助戊には、啓軋．思定のr続きが必要です。，対象剤ま

木Ilりにお目まいのJJで、健康保ド如こ加入していること

が則′1になります

手続き及び詳しいことは、町役

場保健衛生課までお問い合わせ下

さい。

電話956－1111（代）

（内緒252）

・　　■摘

ポりテク七∴／うトー1小机では働く棒さんのための徒川吊発セミ

ナーをリ三池していますし．

お問合わせはポリテクセンター沖縄

（沖縄職業能力開発促進センター）

℡936－1755　担当者／崎濱、崎原まで

訓練コース �講習期間 �時　間 �受講料 
財　務　管　理 �12／∵6＼7 �9：00、 �Y5．00〔） 

タ　イ　ル張　り �12／／3、㌔Hl �9：00、ノ �Y3．000 

ホームセキュリティー技術 �12／√　7　㌦19 �18：00、 �Y2．000 

エアーブラシ �1：三．／ノ17＼18 �9：UO、 �￥5，000 

電　子　回　路 �1　　9、20 �18：00、、 �Y5．000 

郁宴点リレーシーケンス �ll了19＼・26 �18：00、 �Y5，000 

デジタル回路素子 � �18：00、一 �Y5，00n 

規　　矩　　術 �仁■／24、、27 �9：00、・ �Y　2．000 

タイルモザイク絵入門 �l／∴25－、27 �9：00、 �Y2，【）0（） 
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虹脛ヰ圭に這如才J一計岩葉書澱慢宣

国民年金の上積み年金＝国民年金基金
竜三如錮†‾㌫圭か

サラり－マンの力は月勧20万、25万11柑度の年金となっ

ていますが、自1ii業者の倖さまの国民年金（老齢基礎年

金）は、ご大姉で12万日程度となっています。

廿営業署の拝さまには、新たに国民年金儀金に加入す

ることにより必要な年金を」ぷみすることができます‘。

国民年金と国民年金基金の七′卜でサラリーマソ並みの

年金を確保して、安定した豊かな老練を冥現しましょう「．

国民年金基金は、「国民年金法」に基づく自営業者のための公的制度だから安心！

そのほかにも、税制上の優遇措置などのメリットがありますので紹介します。

加入後、・jl業状況に止、して仙人日数を増減すること

により、掛金を．J司整できるのも人きな椚故で、日粥業

苦の年金としてはらってつけです（．ノノ・、班・金を納め

られなくなっても、納めた分は必ず年金として支拾さ

れますので砕‘吏なと掩保障につながります，〉．

こけて捏′，二言　－ゝ　　拭う雄一　いけ主

11才1、上か1∵　し．－，H

これぞ公的年金のメリ　ノト。受け取る年金には董公

的年金等控除」が適川され、扶養配偶者のいる65歳以

上二の〟で収入が隼缶だけの場合、およそ320／津Jまで

所得税がかかりません（．また、粗金も仝雛t社会保険

料控除」の対象とな－）、所得腔除が受けられます。

国民年金基金についてのお問い合わせは下記まで（パンフレットもございます） 

沖縄県国民年金基金 
〒900那覇市旭町14番地　電話（098）－868－3640 

『寄留も㊥品侶椚暗』
いし狛音守卜ライン

12月12日からスタート

1；－1．廿里二ご

（1）いじめ、体罰、甘校折吉なと、J’どもの人伸に

かかわるl吊題について、人件擁．准委n・法子別．）職

11が、みなさんからの‘■註日．川l．淡に応じます‥

（2）人件擁．護香い・法務ん．）I粍Hとl什瞳会って剛．淡す

ることもできます＿．

声瀾●とは＼三二亮一■憲‡1　　1．㌧刊言lT

午前り　二冊か、と一二・一イモ「L　付言’ニ

ト工∴：、・・・‡：．■・．　’＝

℡098－853－4460

沖縄県人権擁護委員連合会・那覇地方法務局

平成6年11月1日

宮里盲信町商工会長

徳里政勝J Aゆいな
悪手納支所長

松望豊子町商工会婦人

部長

会
伊礼弘明商工会青年部長

広報かでな

平安常幸新町商店街
協同組合理事長

根波幸子町婦人会長

新城俊雄

沖縄国際大学教授
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◎運転者向け‥急停車さ才1ても　よい抑離　よい速度

◎歩行者向け‥親がまず　手本を示そう正しい横断
◎こども向け：みんなであるいているときでも　ひとりひとりがち紬うい

平成7年度県立農業大学校
学生募集

1．応幕汽絡

（lト学校教育法椚弱粂第1項の規定に該当する高等

学校を卒業した者

（2）平成7年3月高等学校卒業見込の賞

2．鎖集定員及び修業期間

専門課程 �専攻コース �定員 �終業年限 

園芸課程 �野　菜 �45人 �2年 花　き 

果　樹 

畜産課程 �肉用牛 

3．願千の窒斗†期間

平成6年12月1円（木）から平成6年12月22日（木）

まで

※受験手続の問い合わせは

農林水産部営農推進課担い手育成係

℡098－866－2280

沖縄県立農業大学校℡0980－52－∝I50

℡0980－53－0669

G云羞慧監蒜J
1．第tU右目．ユ　　本科40名（就業年限3カニ隼）
√　窯覧h　緒　　平成7年4月1日現在で、満15才以1二19才

未満の朋女中学校卒業者（宇美見込みの者を含む）

◎一般入試　　　◎推薦入試
3．田丸†：三日　　平成7年1月10「l◆　平成7年1月1011

、2月10日　　　　　、1日20rl

．こiはi月潤　　軋語・数学・英語◆　甘粕審應・†′「一丈・面接

5．。・し植　日　　2月19日　廿日　　◆1月26日　し村

※詳細については、沖縄海員学校載言方課

℡098（964）3595・2595

にお問い合わせ下さい。

汐Sマーク登録店なら安心です。

即容・美■捏・クり一二ソグ仏のSマーク

は、安全と衛生、確かな技術をお約束

する、†1軌のて－クです。ノナ山の場合

にも、眼借基準に基づいた保障が受け

られますから、いつもお客様に安心し

厚生大臣詑可　てご利別いただけます0
亀抑nSマ‾フ　　　■．　　　　　　　　1

■　・　‥・

二㌧

中1】糀県理容環境衛生同業組合　　　　　℡098（853）7846

沖糀県美容業環境衛生ト】業対1合　　　　℡098（868）3311

沖縄県クり一二ング環境繭／日日】業糾合　℡098（85311689

（叫沖組県環境衛生営業指覇七ン1－　　℡098（836）2010

「ご存じですか 
防災ミニ百科」 

放送　日 �パターン �テーマ � 

11月17日（木） �防　　災 �住宅防火の安全トリオ 

12月lt・‾日本） �救急救助 �やけどの応急手当 

12月15「1（木） �防　　災 �l二手に使おう　家鮭川消火器 

＊放送局及び放送時間＊ 

沖鈍テレビ　tOTV）′l二ii吊1：25、11：30 

平那年11月1日　‥γ、‥、、‥、、…√‥、）‥、‥、一、、′、、…・W、州酬広報かでな

’∵∵凋

白龍は全長け．2m重量80kq、10名の若者によって演じられた
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、一、一、－、・……一、一・・・、一広報かでな

「頂

左から奥間信一分会長、伊礼春美さん、

嘉隅田スミさん、古謝千恵子さん

平成6年11月1日・∬

比蒸洋子さん比嘉紀子さん

、、、、、、、、、、ノ、∠、、、、、、　平成6年11月1日広報かでな

～
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
～

「
∃
婦
人
の
主
張
大
会
を
振
り
返
る

n
〓
二
・
才
朝
雄
÷

■

一

■

て
い

社
会
福
祉
清
動
に
役
▲
圧
て
よ
う
と
小

史
丑
同
東
金
会
に
お
い
て
は
、
巨
〃

‖
∵
－
十
二
日
二
㌧
十
－
H
の
期
間
中
、
仝

岡
山
斉
に
赤
い
羽
根
代
目
募
金
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

よ
る
卜
目
し
日
、
生
活
政
吉
グ
ル
ー

プ
　
（
古
淵
千
恵
十
部
長
）
　
は
町
社
会
福

祉
協
議
よ
を
訪
ね
、
野
聞
総
菅
ま
つ
り

で
日
賦
し
た
際
の
収
益
金
の
．
溺
十
〃

門
を
八
回
症
金
よ
嘉
手
納
町
分
会
二
奥

問
い
．
分
会
長
）
　
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
n
■

子
■
志
学
詩

光
の
「
幼
犯
で
周
（
ト
耶
蹴
弘
美
園

長
）
　
の
聞
県
占
∴
巨
川
名
は
、
よ
る
九

J
j
．
．
卜
日
　
へ
火
、
、
比
謝
川
の
里
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
を

訪
m
L
ま
し
た
n
■

聞
妃
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
歌
や
削
り
を
披
露

し
、
ま
た
手
作
り
の
レ
イ
を
贈
り
ま
し

た。
終
始
和
や
か
で
、
心
阻
ま
る
交
流
会

去
る
几
日
に
′
汀
わ
れ
た
如
人
の
1
三
張

中
央
大
会
に
川
場
し
た
南
ト
の
仲
村
邦

江
さ
ん
か
兄
一
h
H
、
県
鋸
人
址
へ
‖
会
長
廿

を
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
・
り
ご
さ

い
ま
す
ハ

さ
て
、
先
に
行
わ
れ
た
町
鋸
人
の
巨

張
入
会
に
お
い
て
は
仲
村
さ
ん
を
含
め

て
関
わ
の
ん
々
が
各
日
の
ー
張
を
先
ん

し
、
確
在
で
は
、
す
べ
て
が
叩
乙
つ
け

難
い
す
げ
ら
し
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
■

そ
こ
で
、
擾
良
竹
に
選
ば
れ
た
．
∴
名

の
〃
々
の
先
太
H
小
付
を
概
略
的
に
紹
介

し
た
い
と
川
心
い
ま
す
t
U

申
区
舶
人
よ
お
知
念
辛
抜
き
人
は

．
地
域
活
動
の
小
で
」
　
と
拍
し
、
地
域

に
お
け
る
・
‥
…
齢
占
m
題
、
サ
り
向
－
り

策
川
題
、
・
‖
少
い
⊥
日
成
問
題
に
向
け
て

日
々
な
角
度
か
ら
取
り
封
l
人
で
さ
た
中

で
、
よ
り
よ
い
地
域
つ
ノ
＼
り
は
．
ヰ
再

か
な
何
か
へ
黒
旺
す
べ
き
」
　
た
と
し
て
、

地
域
溝
軸
の
車
要
用
を
誹
∴
t
ま
し
た

西
区
鋸
人
よ
の
比
嘉
汀
ト
さ
・
几
は

、
小
さ
な
心
を
兄
つ
め
る
」
　
と
過
し
、

発
展
は
L
H
へ
の
撞
助
機
関
－
つ
ー
l
　
′
、

タ
仁
プ
ラ
ン
協
よ
」
　
の
一
日
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
r
 
T
講
動
を
日
、
り
こ
と
て

1
日
心
い
や
り
の
心
、
鮎
陳
へ
の
漬
誹
の

心
の
人
切
さ
を
叫
・
「
ん
だ
」
と
述
べ
た
卜

で
、
こ
れ
を
即
に
、
地
域
に
根
さ
し
た

鋸
入
会
浦
動
に
も
頑
張
り
た
い
」
　
と
結

び
ま
し
た
ゎ

ー
西
沢
区
鋸
人
メ
㌫
比
嘉
紀
「
さ
ん
は

ー
私
の
．
「
市
て
」
　
と
超
し
た
人
草
　
1
1
日
ら

の
ト
再
で
に
お
け
る
問
題
を
夫
恥
が
叛

通
認
識
の
も
と
で
婁
竹
を
小
し
、
さ
ら

に
教
価
の
協
り
に
よ
り
克
服
で
き
た
と

し
、
．
へ
′
毎
も
叫
－
校
や
地
域
へ
の
関
わ

り
を
人
切
に
し
た
い
」
　
と
述
へ
ま
し
た
い

日
日
川
J
左
地
相
1
品
H
化
－
：

リ
＝
カ
・
皇
‖
守
，
．
・
－
－
＼
、

．
・
．
　
■
．
．
L
〓
■

〔
地
域
・
1
㌧
、
卜
よ
．
リ
∴
ト
ム
」
∴
し
∴

】
；
、
こ
、
二
へ
・
＝
l
、
‥
け
吊

り
　
か
陀
罠
現
存
号
㌣
n
L
托
し
た

〓
耽
々
を
‥
〓
∴
に
よ
ろ
詳
細
と
し
て

●
郷
仁
山
恩
人
を
ぷ
・
こ
、
電
′
ト
な
粧
関
与
し
た
ー

「
、

＝

　

∵

、

ト

・
結
r
納
叫
∴
ヾ
通
．
久
′
ド
〓
ハ
′
∴
汗
、
ト

．
・
～
　
ゝ
、
1
ソ
■
1
　
▼
、
．
．

‥
・
．
t
u
 
J
「
∵
∵
J
＝
∵
・

卜
日
野
併
し
　
六
、
…
Ⅲ
L
J
1
た

こ
わ
は
、
㌧
一
∵
∵
晶
勅
は
祀
十
招
・
汀
寸

・
ん
こ
と
で
∴
ノ
。
刷
．
ケ
「
■
ハ
一
号
J
か
け
ろ
上

＝
に
、
浩
拙
い
．
〓
∵
√
・
ト
明
匡
ハ
岬
晰
ぺ
～

＝
．
∵
∴
∵
・
甘
一
、
t
h
∴
　
J
∵
∵
■
「

ぺ
腔
に
純
減
■
∵
仲
－
て
、

，
1
卜
り
＝
句
作
な
中
上
了
〃
′
、
仁
・
｝
－
が

隼
作
陥
〃
リ
」
1
十
1
に
は
も
′
＼
ハ
人
が

叫
を
な
し
て
い
ヰ
し
た
・

●
－
」
、
　
ト
ハ
ー
規
枠
か
し
吉
二
、
日
点
け
に
も
れ
巾
か
J
ヤ
㌧
ル

●
叫
尺
小
淵
－
骨
∴
∵
明
紀
宣
ュ
し
根
城
に
1
、
1
㌧
、
J
h
L
ト

こ
と
か
り
肌
小
・
い
か
∵
∴
∵
ネ
高
木
な
り
立
ナ
し
い

服
用
工
人
地
域
杭
什
化
圭
、
ノ
ー
ー
・
小
、
他
ト
、
＝
潮
目
一

う

ー

榊

巨

人

∴

廿

日

m

L

こ

い

∴

∵

1

、

・

I

 

J

l

・

　

　

…

回
1
品
し
こ
、
他
晶
ぶ
∵
坤
日
付
ト
↑
、
い
㌧
量
十
千
■

と
も
ハ
、
軒
軒
左
∵
－
＋
∴
／
に
∴
∵
∵
∵
－
ハ
十
王
r
L
、
＋

A
r
リ
∫
・
、
」
制
吐
　
′
〃
廿
山
芋
り
宮
　
川
汁
、
柏
‖
・
H
 
H
H
日
付
、

坐

り
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髄

平成6年11月1日・酬平成6年11月1日広報かでな

∴㌧▲＋二　　、、‥

－6－

世界の名画が
贈られる

嘉　掬刑、学校では、去る10月4日、沖縄明治乳業

（抹）かられItli（複製画）2点りIソゴ：ルノア－

′し・ヒマワリ：ゴ′ホ）が臍とItされました。

これは、l■■レドア■椎が昨年からPTA活動の一一環と

して、明治乳業が血ItllLた〟校l勺ミニギャラリーづ

くり〟に取り捌んでいるもので、咋乳軌のパックに

ついたして一ク5．000点を集めると名画が贈られる

プノ法になっています。
′沖り、仝児串に呼びかけたところ2過「朴程で渠まっ

たそうで、先生方は十ともたちの関心度の㍍さに少々

鞘いた様イ・。

）机、†鼠滞PTA会長はE PTAとしては、この活

動を今後も継続して行い、捌削こ親しむ機会の少な

いトビもたちのために、ミニギャラリーをつくって

いきたい」と抱flを．語っていました。

島袋カメさん

－7－

喜屋武茂理事長（左）から宮
城町長へ手渡された

置
整
誤
翼
琴

に
こ
に
ご
．
堰
戊
乾
室

に
こ
に
こ
腱
班
廠
卓
二
コ
ザ
保
健
所
・
嘉
手
納
町
共

催
）
が
去
る
十
J
l
六
日
（
木
）
、
昆
良
地
区
児
童
体
育

鮒
に
お
い
て
受
講
者
卜
八
名
が
参
加
す
る
巾
、
開
講
し

ま
し
た
▼
U

ト
り
教
室
は
、
加
齢
に
什
う
変
形
性
膝
関
節
症
や
骨
机

し
ょ
う
症
等
の
ナ
防
及
び
対
策
の
た
め
の
誹
誹
門
会
を

行
い
、
腱
廉
的
な
生
活
習
胴
を
普
及
し
ょ
う
と
、
六
十

歳
代
の
方
を
対
象
に
四
回
に
わ
た
っ
て
開
催
す
る
も
の

です。初
回
は
．
ウ
サ
ー
キ
ン
グ
の
逓
礎
」
と
超
し
て
コ
ザ

保
鰹
所
の
医
師
が
講
義
を
行
っ
た
後
、
冥
際
に
受
講
者

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
・
1
ム
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
、
〃
上

手
な
歩
き
〃
〃
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

嘉
手
納
叫
腱
庚
を
守
る
会
（
安
里
す
が
子
会
長
）
は

よ
る
十
日
四
日
、
町
役
場
に
お
い
て
町
の
保
鯉
鋸
（
ヒ
）

と
八
同
で
、
骨
机
し
ょ
・
？
症
及
び
変
形
性
瞳
関
節
症
の

骨
膜
型
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
■
り

こ
れ
は
、
作
業
を
通
し
て
会
n
相
互
の
連
邦
を
深
め

る
と
典
に
、
骨
模
型
を
地
域
の
腱
樋
教
習
や
腱
康
相
談

の
場
で
役
立
て
よ
う
と
黒
施
さ
れ
た
も
の
で
す
∩

こ
れ
ら
の
病
態
は
、
い
ず
れ
も
カ
ル
ノ
ウ
ム
小
足
・

運
動
不
足
に
起
因
し
、
骨
が
も
ろ
く
な
り
瞳
痛
や
腰
痛
、

ひ
い
て
は
骨
折
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

作
業
で
は
、
保
健
婦
の
大
域
節
子
さ
ん
の
指
導
に
よ

り
、
紙
粘
土
と
ヘ
チ
マ
の
繊
維
を
用
い
て
異
常
の
あ
る

骨
と
止
常
な
骨
を
対
比
で
き
る
様
、
そ
れ
ぞ
れ
製
作
さ

れ
ま
し
た
。

尻
良
樋
川
は
、
樟
良
城
跡
の
掩
ん
の

圧
下
に
あ
り
、
清
涼
な
水
を
常
時
比
謝

川
に
往
い
て
い
る
「
　
城
時
代
に
は
、
人

川
接
司
が
仙
川
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ど
ん
な
い
魅
に
も
馴
れ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
水
‖
里
で
あ
っ

た
。
一
ヒ
山
．
二
隼
に
打
里
－
三
府
で
緑
果

さ
れ
た
琉
球
涙
旧
記
に
は
、
次
の
よ
う

に
屋
良
泉
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
擢
良
泉
（
そ
れ
は
侵
良
材
の
後
方
に

あ
る
。
村
人
は
∵
雛
的
に
ト
ゥ
ル
ド
ゥ

チ
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
カ
ー
と
呼
ん
で
い
る
。
h

こ
の
記
録
か
ら
、
H
I
．
日
に
記
さ
れ
て

い
る
『
〔
中
頭
・
北
符
郡
〕
商
法
』
の

J
録
は
、
屋
良
鯉
川
を
さ
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
次
は
そ
の
内
容
で
あ
る
。

『
（
農
法
は
北
谷
最
良
村
に
あ
る
。
）
h

毎
咋
、
六
日
か
ら
八
月
の
問
、
尻
良

村
の
全
て
の
ゼ
持
朋
女
が
、
谷
川
の
岸

辺
に
来
て
、
髪
や
衣
を
洗
っ
た
り
す
る
。

男
の
子
は
圧
の
上
に
登
り
、
そ
の
頂
上

か
ら
跳
び
降
り
て
遊
ぶ
・
あ
る
い
は
歌
う

た
り
、
あ
る
い
は
鋸
っ
た
り
す
る
U
　
そ

し
て
夕
日
か
西
の
空
を
赤
く
染
め
る
頃

に
な
る
と
、
ト
を
取
り
人
目
っ
て
帰
る
．

こ
れ
は
尻
良
村
の
す
ぼ
ら
し
い
帆
習
で

ある【‥■』こ
の
記
録
よ
り
、
犀
良
の
人
々
に
と
っ

て
は
遠
い
廿
か
ら
、
語
ら
い
、
ふ
れ
あ

い
の
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
t

現
代
で
も
、
「
か
っ
て
は
宏
鹿
川
水

を
汲
ん
だ
り
、
洗
濯
を
し
た
り
、
水
浴

を
し
た
り
す
る
恰
好
の
場
所
で
あ
っ
た
」

と
い
っ
て
な
つ
か
し
が
る
人
々
は
ち
い
。

戦
綾
は
緑
地
簡
易
水
道
公
社
の
木
酢
地

と
し
て
長
い
問
穂
川
さ
れ
た
。
か
っ
て

の
汁
の
お
も
か
げ
は
な
く
、
そ
の
視
几

が
望
ま
れ
て
い
る
ゥ

こ
寄
添
∵
誓
り
が
十
三
二
二
き
い
㌔
チ
し
た
h

）
社
協
へ

●
嘉
手
納
一
二
六
の
た
　
上
運
天
ス
ミ

様
よ
り
放
ツ
ル
様
の
香
典
返
し
と
し

て
〃
∵
り
日

も
柑
∵
ヱ
璧
＝
字
去

●
嘉
手
納
四
四
∴
　
別
的
朝
孝
様
よ
り

故
ウ
シ
様
の
香
典
返
し
と
し
て
ー
〃

●
ふ
石
村
で
■
I
i
壁
．
〇
　
伊
波
粟
卜
抜

よ
り
故
美
枝
の
香
典
返
し
と
し
て
「

万
円

●
嘉
f
納
∵
一
六
の
五
　
－
二
運
夫
ス
ミ

様
よ
り
故
ツ
ル
様
の
香
典
返
し
と
し

て
五
〃
門

●
水
釜
門
井
四
　
鳥
袋
カ
メ
様
は
、
釆

ホ
祝
い
を
J
念
し
て
社
協
と
人
材
育

成
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
．
－
卜
カ
ー
ー
日
を
器
付

し
ま
し
た
ひ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
前
に
、

よ
る
九
＝
十
し
ハ
‖
　
（
金
）
、
明
老
人
ク

ラ
ブ
通
人
‖
会
会
長
の
洩
久
山
糊
悦
氏
が

‖
警
察
署
止
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

同
運
動
に
お
い
て
は
へ
′
回
、
高
齢
苦

の
車
故
防
止
を
爪
点
目
標
の
．
つ
に
掲

げ
て
お
り
、
と
人
ク
ラ
ブ
の
一
汁
場
か
ら

交
通
ゼ
仝
運
動
を
推
進
し
て
も
ら
お
う

と
黒
地
さ
れ
た
も
の
で
す
‥

渡
久
山
■
‖
月
山
は
、
一
箪
十
紺
署
拙

内
に
お
い
て
在
閲
式
に
〓
仙
し
た
緩
、

パ
ト
カ
ー
を
先
導
に
拭
断
精
や
ボ
ス
万
1

を
掲
げ
て
町
内
を
パ
レ
ー
ト
し
、
交
通

安
全
を
町
尺
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

⊥
ナ
∴
l
′
′
ノ
二
．
。
′
　
n
∵
ち
「
　
1
㌧
．
∴
．
∴

二
L
 
I
＝
　
■
∫

遍
且
i
電

ュ
”
　
社
人
ム
に
対
し
て
感
謝
の
念
を
よ
す
と

井
に
、
環
境
t
化
情
動
に
取
り
捌
み
地

域
の
担
い
ト
と
し
て
の
情
り
を
広
′
1
■
り

そ
ー
っ
と
、
十
回
の
吾
人
ク
ウ
リ
で
は
わ

叶
九
日
．
1
日
を
ー
社
会
ホ
什
縞
動
の

‖
」
と
定
め
て
い
ま
す
‥

叫
と
入
り
■
「
ブ
沖
芸
目
上
‥
二
股
久
山
朝

惧
奈
良
）
　
に
お
い
て
も
日
日
†
前
、
約

L
卜
名
か
写
加
し
て
日
頃
か
ら
則
川
し

て
い
る
総
左
目
裾
甜
七
‥
／
タ
Ⅰ
川
辺
め
浩
‖

机
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
・

H
い
最
中
、
お
疲
れ
様
で
し
た
《

コ
証
∴
い
川
金
畔
が
川
l
ン
川
卜
川
1
を

迎
え
た
こ
と
を
止
へ
止
し
て
、
左
目
ノ
日
成

へ
∵
へ
。
1
〃
H
を
小
川
付
し
ま
し
た
・



げ広報かでな

髄

平成6年11月1日・酬平成6年11月1日広報かでな

∴㌧▲＋二　　、、‥

－6－

世界の名画が
贈られる

嘉　掬刑、学校では、去る10月4日、沖縄明治乳業

（抹）かられItli（複製画）2点りIソゴ：ルノア－

′し・ヒマワリ：ゴ′ホ）が臍とItされました。

これは、l■■レドア■椎が昨年からPTA活動の一一環と

して、明治乳業が血ItllLた〟校l勺ミニギャラリーづ

くり〟に取り捌んでいるもので、咋乳軌のパックに

ついたして一ク5．000点を集めると名画が贈られる

プノ法になっています。
′沖り、仝児串に呼びかけたところ2過「朴程で渠まっ

たそうで、先生方は十ともたちの関心度の㍍さに少々

鞘いた様イ・。

）机、†鼠滞PTA会長はE PTAとしては、この活

動を今後も継続して行い、捌削こ親しむ機会の少な

いトビもたちのために、ミニギャラリーをつくって

いきたい」と抱flを．語っていました。

島袋カメさん

－7－

喜屋武茂理事長（左）から宮
城町長へ手渡された

置
整
誤
翼
琴

に
こ
に
ご
．
堰
戊
乾
室

に
こ
に
こ
腱
班
廠
卓
二
コ
ザ
保
健
所
・
嘉
手
納
町
共

催
）
が
去
る
十
J
l
六
日
（
木
）
、
昆
良
地
区
児
童
体
育

鮒
に
お
い
て
受
講
者
卜
八
名
が
参
加
す
る
巾
、
開
講
し

ま
し
た
▼
U

ト
り
教
室
は
、
加
齢
に
什
う
変
形
性
膝
関
節
症
や
骨
机

し
ょ
う
症
等
の
ナ
防
及
び
対
策
の
た
め
の
誹
誹
門
会
を

行
い
、
腱
廉
的
な
生
活
習
胴
を
普
及
し
ょ
う
と
、
六
十

歳
代
の
方
を
対
象
に
四
回
に
わ
た
っ
て
開
催
す
る
も
の

です。初
回
は
．
ウ
サ
ー
キ
ン
グ
の
逓
礎
」
と
超
し
て
コ
ザ

保
鰹
所
の
医
師
が
講
義
を
行
っ
た
後
、
冥
際
に
受
講
者

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
・
1
ム
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
、
〃
上

手
な
歩
き
〃
〃
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

嘉
手
納
叫
腱
庚
を
守
る
会
（
安
里
す
が
子
会
長
）
は

よ
る
十
日
四
日
、
町
役
場
に
お
い
て
町
の
保
鯉
鋸
（
ヒ
）

と
八
同
で
、
骨
机
し
ょ
・
？
症
及
び
変
形
性
瞳
関
節
症
の

骨
膜
型
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
■
り

こ
れ
は
、
作
業
を
通
し
て
会
n
相
互
の
連
邦
を
深
め

る
と
典
に
、
骨
模
型
を
地
域
の
腱
樋
教
習
や
腱
康
相
談

の
場
で
役
立
て
よ
う
と
黒
施
さ
れ
た
も
の
で
す
∩

こ
れ
ら
の
病
態
は
、
い
ず
れ
も
カ
ル
ノ
ウ
ム
小
足
・

運
動
不
足
に
起
因
し
、
骨
が
も
ろ
く
な
り
瞳
痛
や
腰
痛
、

ひ
い
て
は
骨
折
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

作
業
で
は
、
保
健
婦
の
大
域
節
子
さ
ん
の
指
導
に
よ

り
、
紙
粘
土
と
ヘ
チ
マ
の
繊
維
を
用
い
て
異
常
の
あ
る

骨
と
止
常
な
骨
を
対
比
で
き
る
様
、
そ
れ
ぞ
れ
製
作
さ

れ
ま
し
た
。

尻
良
樋
川
は
、
樟
良
城
跡
の
掩
ん
の

圧
下
に
あ
り
、
清
涼
な
水
を
常
時
比
謝

川
に
往
い
て
い
る
「
　
城
時
代
に
は
、
人

川
接
司
が
仙
川
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ど
ん
な
い
魅
に
も
馴
れ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
水
‖
里
で
あ
っ

た
。
一
ヒ
山
．
二
隼
に
打
里
－
三
府
で
緑
果

さ
れ
た
琉
球
涙
旧
記
に
は
、
次
の
よ
う

に
屋
良
泉
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
擢
良
泉
（
そ
れ
は
侵
良
材
の
後
方
に

あ
る
。
村
人
は
∵
雛
的
に
ト
ゥ
ル
ド
ゥ

チ
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
カ
ー
と
呼
ん
で
い
る
。
h

こ
の
記
録
か
ら
、
H
I
．
日
に
記
さ
れ
て

い
る
『
〔
中
頭
・
北
符
郡
〕
商
法
』
の

J
録
は
、
屋
良
鯉
川
を
さ
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
次
は
そ
の
内
容
で
あ
る
。

『
（
農
法
は
北
谷
最
良
村
に
あ
る
。
）
h

毎
咋
、
六
日
か
ら
八
月
の
問
、
尻
良

村
の
全
て
の
ゼ
持
朋
女
が
、
谷
川
の
岸

辺
に
来
て
、
髪
や
衣
を
洗
っ
た
り
す
る
。

男
の
子
は
圧
の
上
に
登
り
、
そ
の
頂
上

か
ら
跳
び
降
り
て
遊
ぶ
・
あ
る
い
は
歌
う

た
り
、
あ
る
い
は
鋸
っ
た
り
す
る
U
　
そ

し
て
夕
日
か
西
の
空
を
赤
く
染
め
る
頃

に
な
る
と
、
ト
を
取
り
人
目
っ
て
帰
る
．

こ
れ
は
尻
良
村
の
す
ぼ
ら
し
い
帆
習
で

ある【‥■』こ
の
記
録
よ
り
、
犀
良
の
人
々
に
と
っ

て
は
遠
い
廿
か
ら
、
語
ら
い
、
ふ
れ
あ

い
の
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
t

現
代
で
も
、
「
か
っ
て
は
宏
鹿
川
水

を
汲
ん
だ
り
、
洗
濯
を
し
た
り
、
水
浴

を
し
た
り
す
る
恰
好
の
場
所
で
あ
っ
た
」

と
い
っ
て
な
つ
か
し
が
る
人
々
は
ち
い
。

戦
綾
は
緑
地
簡
易
水
道
公
社
の
木
酢
地

と
し
て
長
い
問
穂
川
さ
れ
た
。
か
っ
て

の
汁
の
お
も
か
げ
は
な
く
、
そ
の
視
几

が
望
ま
れ
て
い
る
ゥ

こ
寄
添
∵
誓
り
が
十
三
二
二
き
い
㌔
チ
し
た
h

）
社
協
へ

●
嘉
手
納
一
二
六
の
た
　
上
運
天
ス
ミ

様
よ
り
放
ツ
ル
様
の
香
典
返
し
と
し

て
〃
∵
り
日

も
柑
∵
ヱ
璧
＝
字
去

●
嘉
手
納
四
四
∴
　
別
的
朝
孝
様
よ
り

故
ウ
シ
様
の
香
典
返
し
と
し
て
ー
〃

●
ふ
石
村
で
■
I
i
壁
．
〇
　
伊
波
粟
卜
抜

よ
り
故
美
枝
の
香
典
返
し
と
し
て
「

万
円

●
嘉
f
納
∵
一
六
の
五
　
－
二
運
夫
ス
ミ

様
よ
り
故
ツ
ル
様
の
香
典
返
し
と
し

て
五
〃
門

●
水
釜
門
井
四
　
鳥
袋
カ
メ
様
は
、
釆

ホ
祝
い
を
J
念
し
て
社
協
と
人
材
育

成
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
．
－
卜
カ
ー
ー
日
を
器
付

し
ま
し
た
ひ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
前
に
、

よ
る
九
＝
十
し
ハ
‖
　
（
金
）
、
明
老
人
ク

ラ
ブ
通
人
‖
会
会
長
の
洩
久
山
糊
悦
氏
が

‖
警
察
署
止
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

同
運
動
に
お
い
て
は
へ
′
回
、
高
齢
苦

の
車
故
防
止
を
爪
点
目
標
の
．
つ
に
掲

げ
て
お
り
、
と
人
ク
ラ
ブ
の
一
汁
場
か
ら

交
通
ゼ
仝
運
動
を
推
進
し
て
も
ら
お
う

と
黒
地
さ
れ
た
も
の
で
す
‥

渡
久
山
■
‖
月
山
は
、
一
箪
十
紺
署
拙

内
に
お
い
て
在
閲
式
に
〓
仙
し
た
緩
、

パ
ト
カ
ー
を
先
導
に
拭
断
精
や
ボ
ス
万
1

を
掲
げ
て
町
内
を
パ
レ
ー
ト
し
、
交
通

安
全
を
町
尺
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

⊥
ナ
∴
l
′
′
ノ
二
．
。
′
　
n
∵
ち
「
　
1
㌧
．
∴
．
∴

二
L
 
I
＝
　
■
∫

遍
且
i
電

ュ
”
　
社
人
ム
に
対
し
て
感
謝
の
念
を
よ
す
と

井
に
、
環
境
t
化
情
動
に
取
り
捌
み
地

域
の
担
い
ト
と
し
て
の
情
り
を
広
′
1
■
り

そ
ー
っ
と
、
十
回
の
吾
人
ク
ウ
リ
で
は
わ

叶
九
日
．
1
日
を
ー
社
会
ホ
什
縞
動
の

‖
」
と
定
め
て
い
ま
す
‥

叫
と
入
り
■
「
ブ
沖
芸
目
上
‥
二
股
久
山
朝

惧
奈
良
）
　
に
お
い
て
も
日
日
†
前
、
約

L
卜
名
か
写
加
し
て
日
頃
か
ら
則
川
し

て
い
る
総
左
目
裾
甜
七
‥
／
タ
Ⅰ
川
辺
め
浩
‖

机
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
・

H
い
最
中
、
お
疲
れ
様
で
し
た
《

コ
証
∴
い
川
金
畔
が
川
l
ン
川
卜
川
1
を

迎
え
た
こ
と
を
止
へ
止
し
て
、
左
目
ノ
日
成

へ
∵
へ
。
1
〃
H
を
小
川
付
し
ま
し
た
・
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左から奥間信一分会長、伊礼春美さん、

嘉隅田スミさん、古謝千恵子さん
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～
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
～

「
∃
婦
人
の
主
張
大
会
を
振
り
返
る

n
〓
二
・
才
朝
雄
÷

■

一

■

て
い

社
会
福
祉
清
動
に
役
▲
圧
て
よ
う
と
小

史
丑
同
東
金
会
に
お
い
て
は
、
巨
〃

‖
∵
－
十
二
日
二
㌧
十
－
H
の
期
間
中
、
仝

岡
山
斉
に
赤
い
羽
根
代
目
募
金
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

よ
る
卜
目
し
日
、
生
活
政
吉
グ
ル
ー

プ
　
（
古
淵
千
恵
十
部
長
）
　
は
町
社
会
福

祉
協
議
よ
を
訪
ね
、
野
聞
総
菅
ま
つ
り

で
日
賦
し
た
際
の
収
益
金
の
．
溺
十
〃

門
を
八
回
症
金
よ
嘉
手
納
町
分
会
二
奥

問
い
．
分
会
長
）
　
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
n
■

子
■
志
学
詩

光
の
「
幼
犯
で
周
（
ト
耶
蹴
弘
美
園

長
）
　
の
聞
県
占
∴
巨
川
名
は
、
よ
る
九

J
j
．
．
卜
日
　
へ
火
、
、
比
謝
川
の
里
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
を

訪
m
L
ま
し
た
n
■

聞
妃
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
歌
や
削
り
を
披
露

し
、
ま
た
手
作
り
の
レ
イ
を
贈
り
ま
し

た。
終
始
和
や
か
で
、
心
阻
ま
る
交
流
会

去
る
几
日
に
′
汀
わ
れ
た
如
人
の
1
三
張

中
央
大
会
に
川
場
し
た
南
ト
の
仲
村
邦

江
さ
ん
か
兄
一
h
H
、
県
鋸
人
址
へ
‖
会
長
廿

を
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
・
り
ご
さ

い
ま
す
ハ

さ
て
、
先
に
行
わ
れ
た
町
鋸
人
の
巨

張
入
会
に
お
い
て
は
仲
村
さ
ん
を
含
め

て
関
わ
の
ん
々
が
各
日
の
ー
張
を
先
ん

し
、
確
在
で
は
、
す
べ
て
が
叩
乙
つ
け

難
い
す
げ
ら
し
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
■

そ
こ
で
、
擾
良
竹
に
選
ば
れ
た
．
∴
名

の
〃
々
の
先
太
H
小
付
を
概
略
的
に
紹
介

し
た
い
と
川
心
い
ま
す
t
U

申
区
舶
人
よ
お
知
念
辛
抜
き
人
は

．
地
域
活
動
の
小
で
」
　
と
拍
し
、
地
域

に
お
け
る
・
‥
…
齢
占
m
題
、
サ
り
向
－
り

策
川
題
、
・
‖
少
い
⊥
日
成
問
題
に
向
け
て

日
々
な
角
度
か
ら
取
り
封
l
人
で
さ
た
中

で
、
よ
り
よ
い
地
域
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√
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∵
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∵
仲
－
て
、

，
1
卜
り
＝
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仁
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＼
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・
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－
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叫
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∴
∵
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広報かでな

遅爵

平成6年11月1日

ア碩rf≡　■、　　－　　【　＿サイー▼こせ十テラF・ヤ」　‾　ri洞
－－　－－　‾　－　－　　　　　、∴丁▲二でl

登買手㍉千　一、－等賢㌦溌賢拉㍉蔓
k警警－；L売三吉悪霊誓竺㍉左＿声こごニ　ー空士■

◎運転者向け‥急停車さ才1ても　よい抑離　よい速度

◎歩行者向け‥親がまず　手本を示そう正しい横断
◎こども向け：みんなであるいているときでも　ひとりひとりがち紬うい

平成7年度県立農業大学校
学生募集

1．応幕汽絡

（lト学校教育法椚弱粂第1項の規定に該当する高等

学校を卒業した者

（2）平成7年3月高等学校卒業見込の賞

2．鎖集定員及び修業期間

専門課程 �専攻コース �定員 �終業年限 

園芸課程 �野　菜 �45人 �2年 花　き 

果　樹 

畜産課程 �肉用牛 

3．願千の窒斗†期間

平成6年12月1円（木）から平成6年12月22日（木）

まで

※受験手続の問い合わせは

農林水産部営農推進課担い手育成係

℡098－866－2280

沖縄県立農業大学校℡0980－52－∝I50

℡0980－53－0669

G云羞慧監蒜J
1．第tU右目．ユ　　本科40名（就業年限3カニ隼）
√　窯覧h　緒　　平成7年4月1日現在で、満15才以1二19才

未満の朋女中学校卒業者（宇美見込みの者を含む）

◎一般入試　　　◎推薦入試
3．田丸†：三日　　平成7年1月10「l◆　平成7年1月1011

、2月10日　　　　　、1日20rl

．こiはi月潤　　軋語・数学・英語◆　甘粕審應・†′「一丈・面接

5．。・し植　日　　2月19日　廿日　　◆1月26日　し村

※詳細については、沖縄海員学校載言方課

℡098（964）3595・2595

にお問い合わせ下さい。

汐Sマーク登録店なら安心です。

即容・美■捏・クり一二ソグ仏のSマーク

は、安全と衛生、確かな技術をお約束

する、†1軌のて－クです。ノナ山の場合

にも、眼借基準に基づいた保障が受け

られますから、いつもお客様に安心し

厚生大臣詑可　てご利別いただけます0
亀抑nSマ‾フ　　　■．　　　　　　　　1

■　・　‥・

二㌧

中1】糀県理容環境衛生同業組合　　　　　℡098（853）7846

沖糀県美容業環境衛生ト】業対1合　　　　℡098（868）3311

沖縄県クり一二ング環境繭／日日】業糾合　℡098（85311689

（叫沖組県環境衛生営業指覇七ン1－　　℡098（836）2010

「ご存じですか 
防災ミニ百科」 

放送　日 �パターン �テーマ � 

11月17日（木） �防　　災 �住宅防火の安全トリオ 

12月lt・‾日本） �救急救助 �やけどの応急手当 

12月15「1（木） �防　　災 �l二手に使おう　家鮭川消火器 

＊放送局及び放送時間＊ 

沖鈍テレビ　tOTV）′l二ii吊1：25、11：30 

平那年11月1日　‥γ、‥、、‥、、…√‥、）‥、‥、一、、′、、…・W、州酬広報かでな

’∵∵凋

白龍は全長け．2m重量80kq、10名の若者によって演じられた
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広報かでな平成6年11月1日・

虹脛ヰ圭に這如才J一計岩葉書澱慢宣

国民年金の上積み年金＝国民年金基金
竜三如錮†‾㌫圭か

サラり－マンの力は月勧20万、25万11柑度の年金となっ

ていますが、自1ii業者の倖さまの国民年金（老齢基礎年

金）は、ご大姉で12万日程度となっています。

廿営業署の拝さまには、新たに国民年金儀金に加入す

ることにより必要な年金を」ぷみすることができます‘。

国民年金と国民年金基金の七′卜でサラリーマソ並みの

年金を確保して、安定した豊かな老練を冥現しましょう「．

国民年金基金は、「国民年金法」に基づく自営業者のための公的制度だから安心！

そのほかにも、税制上の優遇措置などのメリットがありますので紹介します。

加入後、・jl業状況に止、して仙人日数を増減すること

により、掛金を．J司整できるのも人きな椚故で、日粥業

苦の年金としてはらってつけです（．ノノ・、班・金を納め

られなくなっても、納めた分は必ず年金として支拾さ

れますので砕‘吏なと掩保障につながります，〉．

こけて捏′，二言　－ゝ　　拭う雄一　いけ主

11才1、上か1∵　し．－，H

これぞ公的年金のメリ　ノト。受け取る年金には董公

的年金等控除」が適川され、扶養配偶者のいる65歳以

上二の〟で収入が隼缶だけの場合、およそ320／津Jまで

所得税がかかりません（．また、粗金も仝雛t社会保険

料控除」の対象とな－）、所得腔除が受けられます。

国民年金基金についてのお問い合わせは下記まで（パンフレットもございます） 

沖縄県国民年金基金 
〒900那覇市旭町14番地　電話（098）－868－3640 

『寄留も㊥品侶椚暗』
いし狛音守卜ライン

12月12日からスタート

1；－1．廿里二ご

（1）いじめ、体罰、甘校折吉なと、J’どもの人伸に

かかわるl吊題について、人件擁．准委n・法子別．）職

11が、みなさんからの‘■註日．川l．淡に応じます‥

（2）人件擁．護香い・法務ん．）I粍Hとl什瞳会って剛．淡す

ることもできます＿．

声瀾●とは＼三二亮一■憲‡1　　1．㌧刊言lT

午前り　二冊か、と一二・一イモ「L　付言’ニ

ト工∴：、・・・‡：．■・．　’＝

℡098－853－4460

沖縄県人権擁護委員連合会・那覇地方法務局

平成6年11月1日

宮里盲信町商工会長

徳里政勝J Aゆいな
悪手納支所長

松望豊子町商工会婦人

部長

会
伊礼弘明商工会青年部長

広報かでな

平安常幸新町商店街
協同組合理事長

根波幸子町婦人会長

新城俊雄

沖縄国際大学教授
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∴
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√
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に
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．
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∵
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回
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ソ
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滋
が
必
要
と
ぢ
え
る
∩
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す
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を
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き
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が
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。
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店
〃
道
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〃
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躍
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、
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に
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H
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あ
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を
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す
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／
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。
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あ
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③
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③
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郡
両
地
域
整
備
計
画
等

に
参
加
し
、
人
き
な
机
織
の
協
力
作
制

を
つ
く
る
1
と
い
っ
た
カ
法
で
あ
る
．

西
開
発
は
、
商
∫
業
苦
、
行
政
、
町

尺
が
∵
作
に
な
れ
ば
活
性
化
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
一
㌧
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嘉手納町役場保健衛生課　℡956－1111（内252）

乳児の医療費が

0になります。
藍f納叫では4111日から、町内に佃所を有する1

歳木満の乳化を農作している眉二、満1歳の誕ノト．月の

来lほで、助成をする制度がスタートし、乳児の医療

朋の・部fl押立が仝研紳助となっております。

助戊には、啓軋．思定のr続きが必要です。，対象剤ま

木Ilりにお目まいのJJで、健康保ド如こ加入していること

が則′1になります

手続き及び詳しいことは、町役

場保健衛生課までお問い合わせ下

さい。

電話956－1111（代）

（内緒252）

・　　■摘

ポりテク七∴／うトー1小机では働く棒さんのための徒川吊発セミ

ナーをリ三池していますし．

お問合わせはポリテクセンター沖縄

（沖縄職業能力開発促進センター）

℡936－1755　担当者／崎濱、崎原まで

訓練コース �講習期間 �時　間 �受講料 
財　務　管　理 �12／∵6＼7 �9：00、 �Y5．00〔） 

タ　イ　ル張　り �12／／3、㌔Hl �9：00、ノ �Y3．000 

ホームセキュリティー技術 �12／√　7　㌦19 �18：00、 �Y2．000 

エアーブラシ �1：三．／ノ17＼18 �9：UO、 �￥5，000 

電　子　回　路 �1　　9、20 �18：00、、 �Y5．000 

郁宴点リレーシーケンス �ll了19＼・26 �18：00、 �Y5，000 

デジタル回路素子 � �18：00、一 �Y5，00n 

規　　矩　　術 �仁■／24、、27 �9：00、・ �Y　2．000 

タイルモザイク絵入門 �l／∴25－、27 �9：00、 �Y2，【）0（） 

㍉
づ
く
り
・
∴

～
新
報
移
動
編
集
局
～

「
商
情
勘
の
浦
什
化
と
両
聞
合
r
　
九
二
て
∴
、

に
緋
祁
移
動
編
吏
局
↑
痛
手
的
叫
・
琉
球
担
戸
手
に

日
日
へ
催
山
　
が
、
去
る
ー
‖
㌧
－
〓
牛
後
、
申
車
、

公
尺
紺
に
お
い
て
叫
尺
・
〓
二
ト
ム
芳
り
か
や
加
」

る
申
、
問
粧
さ
れ
烹
し
た
・

こ
れ
は
、
琉
球
鞘
描
社
が
創
面
パ
十
万
万
号

し
て
か
両
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
シ
ー
r
H
前
作
の

ま
ち
、
リ
ノ
＼
り
に
向
け
て
の
課
題
す
り
に
つ
い
て
J

諭
し
晰
律
策
を
兄
い
川
し
て
い
ノ
、
も
の
で
㌍

7
回
、
i
H
I
親
川
際
人
で
狸
接
の
西
城
使
用
代
を

丁
ド
バ
ー
∴
T
l
と
し
て
お
招
き
す
る
と
＝
へ
に
、

町
尺
を
代
来
し
て
六
わ
の
h
り
々
に
∵
ネ
り
ス
ト

と
し
て
こ
協
り
を
い
た
だ
き
、
符
日
の
〃
場
か

ら
木
目
の
テ
ー
て
で
あ
る
「
内
情
机
の
清
什
化

と
再
開
発
」
　
に
向
け
た
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
．

討
論
会
で
は
、
約
．
．
．
時
問
に
わ
た
り
人
目
糊

題
、
商
店
街
の
清
作
化
問
題
等
に
つ
い
て
、
行

政
、
∵
羊
リ
ス
ト
そ
し
て
フ
ロ
丁
を
へ
r
l
め
た
溝

粍
な
意
比
や
択
一
日
が
な
さ
れ
、
へ
′
後
の
机
づ
く

り
を
図
っ
て
い
く
卜
で
、
人
変
意
義
深
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

◎
本
町
の
概
要
説
明

木
明
け
、
叫
域
の
，
へ
　
O
n
か
t
叫
小
池
に
1
－
1
浩
∴
J
l
、
日

付
な
1
情
畷
塙
の
確
保
†
り
、
肋
域
祝
融
主
音
禦
化
し
て
い
く
－

亡
人
ヤ
し
な
制
約
を
サ
ヘ
け
て
い
・
合

評
∵
′
て
　
・
亘
L
山
の
居
＝
地
域
に
往
七
・
－
場
・
昭
持

て
が
混
在
し
た
山
勘
他
か
彬
成
さ
れ
、
机
し
い
1
清
で
川
い

い
L
r
■
ん
里
－
八
七
り
叫
尺
か
′
－
杭
し
て
い
・
ハ
　
人
目
に
い
車

い
て
は
、
昭
和
．
－
圧
1
日
に
削
減
か
な
′
＼
　
窯
た
＝
〃
月
が

ー
地
六
し
ぶ
め
て
町
外
に
転
出
L
H
胱
℃
し
高
齢
化
が
赴
ん
て
い

．
ん
、
木
明
の
繭
羊
は
、
〓
榊
は
他
肌
∴
日
か
ト
の
消
加
東

で
に
ぎ
わ
り
た
が
、
仙
仙
観
の
も
様
化
、
人
里
情
の
進
再
で

て
商
僧
形
戊
が
縮
小
し
、
さ
ら
に
、
羊
－
リ
ル
カ
ブ
リ
か
乱
川

し
呵
漬
什
化
の
．
準
を
揮
っ
た
γ
面
、
折
町
通
り
を
中
心
に

符
純
情
仇
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
抜
本
的
対
策
が

ぺ
め
ら
れ
て
い
る
。
．
r
J
政
に
お
い
て
も
へ
′
後
長
期
的
財
政
J



平成6年11月1日
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リ．－オー10）き
こ　■一　ヾ！草「一

ご三j上しいく弓し浩打′こ十が木づ

㌢‾■γ左∴■十手十、なげか＼しら小が豊′（、」も二、5

立は／人を変え、刑場を妾‾ズう、

ゼして、竹が⊂動が変わ亮、

・花・花・花・

歩道橋の下を有効利用（南区婦人会）

北区公民館棟内（北区婦人会）

広報かでな

大通交番前（菜の花の会）

国道58号付近（西浜区婦人会）


